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Ｈ１８年１月

１．概　　況

全体の景況感（全２９店舗）

前月と比較して 2 26 1

今後３か月程度の見通し 3 25 1

全 体 漁 業 水 産 加 工 業 農 業 商 業

建 設 業 観 光 業 不 動 産 業 養 豚 業 自 動 車

好調 低調

（前月と比較した当月の各業種の景況感を天気図で表示してみました。）

銚子信用金庫

好転 不変 悪化

＜業種別天気図＞

【漁　業】
銚子港当月の総水揚数量は20,372トン、前年同月比▲3,310トンとなった。水揚金
額は1,377百万円で、前年同月比+248百万円となった。イワシの水揚数量・金額は
大きく減少したが、サバの水揚数量・金額が前年同月比で増加し、総体の水揚金額
の増加に貢献した。

【農　業】
銚子地区のキャベツは、雪の影響により出荷量が前年同月の8割程度となった。相
場は前月に比べて約3割程度の減少となった。ダイコンの出荷量は前月の7割程度で
あり、相場は3割程度上昇した。

【商　業】
銚子地区では、百貨店の閉店の影響に加えて、厳しい寒さのため来店客数・売上と
もに減少している。

【建設業】
民間の設備投資がわずかながらに見受けられる地域もあるが、公共工事の受注は依
然として少なく、厳しい状況が続いている。
　
【観光業】
銚子地区のホテル・旅館は、寒さにより募集定員に満たない団体ツアーのキャンセ
ルが多数あり、前年同月と比べ宿泊客が大幅に減少したケースもみられた。また、
燃料費の値上げも追い討ちをかけている。

ちょうししんきん景況レポート

ちょうししんきん景況レポート　　2



２．主要業種別動向

■　漁業・水産加工業

H18年1月 H17年1月 前年同月比 H18年1月 H17年1月 前年同月比

鰯 1,693 11,809 ▲ 10,116 93,774 199,925 ▲ 106,151

鯖 17,063 10,792 6,271 577,414 318,170 259,244

鯵 63 0 63 1,451 0 1,451

鰹・鮪 1,089 768 321 405,590 398,527 7,063

(内鰹一本釣) 0 0 0 0 0 0

秋刀魚 0 0 0 0 0 0

底曳 261 201 60 120,310 103,060 17,250

その他 203 112 91 179,189 109,863 69,326

合計 20,372 23,682 ▲ 3,310 1,377,728 1,129,545 248,183

数量 104.85%

金額 70.13%

数量 86.02%
金額 121.97%

H18年1月 H17年12月 前年同月

鰯 14日 7日 13日
鯖 12日 11日 11日
鯵 1日 0日 0日

鰹・鮪 19日 26日 13日
(内鰹一本釣) 0日 0日 0日
秋刀魚 0日 6日 0日
底曳 18日 21日 16日
その他 23日 26日 23日

前年同月比
水　揚　日　数

前月比

銚　子　魚　市　場　水　揚　高

数量（トン） 金額（千円）
種類　　　

区分

銚子市漁業協同組合調べ

　銚子港当月の総水揚数量は20,372トン、前年同月比▲3,310トンとなった。水揚金額は
1,377百万円で、前年同月比+248百万円となった。イワシの水揚数量・金額は大きく減少
したが、サバの水揚数量・金額が前年同月比で増加し、総体の水揚金額の増加に貢献し
た。

　波崎港の総水揚数量は9,718トンで、前年同月比▲7,258トンとなった。水揚金額は324
百万円で、前年同月比▲57百万円となった。

　勝浦港の総水揚数量は458トンで、前年同月比+151トンであった。水揚金額は196百万
円で、前年同月比+48百万円となった。

 水産加工業は,サバ原魚の相場が高値で推移しており、加工製品の値上げにより販売が
減少し、依然として厳しい状況が続いている。
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■　農　　　　業

■　商　　　　業

銚子港水揚高推移
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　銚子地区のキャベツは、雪の影響により出荷量が前年同月の8割程度となった。
相場は前月に比べて約3割程度の減少となった。ダイコンの出荷量は前月の7割程度
であり、相場は3割程度上昇した。

　波崎地区のピーマンは、前年同月と比べ20～30％の出荷量減少となった。価格は
上旬で1袋約75円、中旬は80円～82円、下旬は約115円～116円で推移した。
　
　海上地区のマッシュルームは、1パック(100g)80円～130円程度の価格で取引され
た。

　
　
　

　「十字屋銚子店の閉店の影響に加えて、厳しい寒さのため来店客数・売上ともに
減少している。」（銚子駅前商店街）

　「来店客数・売上高ともに減少している。銚子市内に平成18年2月にオープン予
定の大型スーパーの影響が懸念される。」などの声が聞かれ、地場商店の景況は依
然として厳しい。(銚子銀座商店街）

　押しなべて各地域とも、地場商店は厳しい状況が続いている。

　

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　建　設　業

■　観　光　業

　銚子地区のホテル・旅館は、寒さにより募集定員に満たない団体ツアーのキャ
ンセルが多数あり、前年同月と比べ宿泊客が大幅に減少したケースもみられた。
また、燃料費の値上げも追い討ちをかけている。
　
　銚子のつり船は、寒さの影響により乗船率は低調であり、ヒラメ狙いで出航し
たが釣果も低調であった。また、飯岡のつり船も同様に乗船率・釣果ともに低調
であった。

  大多喜地区のホテル・旅館は、週末の雪の影響により観光客数・売上ともに大
幅に減少した。

　千葉県・茨城県の住宅着工戸数は以下のとおり。

国土交通省統計情報より

千葉県住宅着工戸数
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茨城県住宅着工戸数

1,000
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　民間の設備投資がわずかながらに見受けられる地域もあるが、公共工事の受注
は依然として少なく、厳しい状況が続いている。

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　不動産業

■　養　豚　業

■　自動車ディ―ラ―

当 月 前 月 前 月 比 前 年 同 月 前 年 比

普 通 4,326 4,505 96.03% 4,496 96.22%

小 型 6,768 6,528 103.68% 6,474 104.54%

小 計 11,094 11,033 100.55% 10,970 101.13%

普 通 483 671 71.98% 474 101.90%

小 型 987 945 104.44% 958 103.03%

小 計 1,470 1,616 90.97% 1,432 102.65%

特 殊 230 330 69.70% 249 92.37%

バ ス 54 52 103.85% 33 163.64%

小 計 284 382 74.35% 282 100.71%

12,848 13,031 98.60% 12,684 101.29%

千葉県内自動車販売状況（軽自動車を除く）

総 合 計
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物
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等

千葉県内自動車販売・前年同月比の推移
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　当月の豚枝肉相場は、平均447円/㎏で、前月比▲49円（前年同月比+14円）で推移
した。

  当月の千葉県内自動車販売状況は､12,848台で前年同月比+1.29％の微増となった。
これにより県内の新車市場(登録台数)は3か月振りに前年同月台数を上回った。市場
別では、乗用車市場が微増、ＲＶ市場は微減、貨物車市場が微増であった。車型別で
は、ステーションワゴンとスポーツユーティリティーが大幅な増加となった。

千葉県自動車販売店協会調べ

情報アドバイス
千葉トヨタ自動車㈱

銚子地区
　銚子市東芝町に建設中の分譲マンションは、全室南向きで24戸あり（販売価格は約
2,000万円～3,000万円）、第1期販売は順調な様子であった。

土合地区
　ハウスメーカーによる19区画の分譲が開始された。また、ここ数ヶ月で2先の不動
産業者が開業するなどの動きが出ている。
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３．その他の動向

有効求人倍率 (単位：倍、増減はポイント)

前月 前々月 増減 前年同月 増減

銚子公共職業安定所管内 0.87 0.84 0.03 0.95 ▲ 0.08

茂原公共職業安定所管内 0.82 0.73 0.09 0.61 0.21

大原公共職業安定所管内 0.75 0.69 0.06 0.60 0.15

成田公共職業安定所管内 0.97 0.87 0.10 0.83 0.14

佐原公共職業安定所管内 1.26 1.11 0.15 1.00 0.26

千葉県 0.86 0.82 0.04 0.81 0.05

常陸鹿嶋公共職業安定所管内 1.02 0.89 0.13 0.95 0.07

茨城県 0.87 0.84 0.03 0.86 0.01

有効求人倍率＝有効求人数÷有効求職者数

電力使用量 (単位：千ｋｗｈ)

前月 前年同月 増減

東京電力銚子営業所管内総電力使用量 127,262 118,763 8,499

　　　〃　　　（うち　動力使用量) 87,405 82,450 4,955

　当月における負債総額1,000万円以上の千葉県内企業倒産件数は24件。前月比▲9
件､前年同月比▲12件。負債総額は22億円となった。

　負債総額10億円超の大型倒産は、平成16年10月以来15ヶ月ぶりに発生がなかっ
た。

　業種別では24件のうち｢建設業｣が8件、次いで｢卸売業｣｢小売業｣｢サービス業｣が
各5件となった。

　負債額では「小売業」が11億円、次いで「建設業」が5億円であった。

　原因別では不況型倒産の典型である「業績不振」によるものが20件､次いで連鎖
倒産をあらわす｢他社倒産の余波｣によるものが3件であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　(東京商工リサーチ・千葉県内企業倒産状況より)

東京電力㈱成田支社調べ

ハローワーク銚子/茂原/大原/成田/佐原/常陸鹿嶋調べ

求　人

倒　産

電　力
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銚子市漁業協同組合

銚子商工会議所

株式会社 東京商工リサーチ

国土交通省　統計情報

千葉県自動車販売店協会

千葉トヨタ自動車 株式会社

ハローワーク銚子
ハローワーク茂原
ハローワーク大原
ハローワーク成田
ハローワーク佐原
ハローワーク常陸鹿嶋

東京電力 株式会社 成田支社

（順不同）

 ※ その他掲載データは当金庫独自の調査に
　　よるものです。

本誌作成にあたってのデータ参照先
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